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だろうか(１)。本稿では、Alice’s Adventures in Wonderlandとその日本語版３編との英日語
対照翻訳分析を行い、両言語の相違を観察する。そして、英語では動詞や名詞で表わされるこ
との多いオノマトピアが、日本語では副詞として機能することが多く、その違いは、両言語に































































































































































































Just then she heard something splashing about in the pool a little way off,...［26］
擬音性有り>
(2)しばらくすると、遠くから小さな足音がぱたぱたと聞こえてきたので、……［28］




Alice knew it was the Rabbit coming to look for her, and she trembled till she
 
shook the house,…［45］ 擬音性無し>
⒝ 名詞
表１ 翻訳者別によるオノマトピアの使用数
擬声 擬音 擬容 擬態 合計
高橋 20(21.7％) 12(13.0％) 46(50.0％) 14(15.2％) 92
高山 14(12.3％) 13(11.4％) 68(59.6％) 19(16.7％) 114



































a-1.動詞（とその ing形） 擬声性＋> 14 13 12
a-2.動詞（とその ing形） 擬声性－> 0 0 1
b-1.名詞 擬声性＋> 1 1 2
b-2.名詞 擬声性－> 2 0 1
c. 副詞 0 0 2
d. 動詞（とその ing形）＋副詞 0 0 0
e. 形容詞 0 1 1
f. 前置詞句 1 0 2
g. 対応表現なし 2 0 1





a-1.動詞（とその ing形） 擬音性＋> 9 10 9
a-2.動詞（とその ing形） 擬音性－> 1 1 4
b-1.名詞 擬音性＋> 1 2 1
b-2.名詞 擬音性－> 0 0 0
c. 副詞 0 0 0
d. 動詞（とその ing形）＋副詞 0 0 0
e. 形容詞 1 0 0
f. 前置詞句 0 0 0
g. 対応表現なし 0 0 1





a.動詞（とその ing形） 14 18 21
b. 名詞 6 8 10
c. 副詞 13 16 23
d. 動詞（とその ing形）＋副詞 3 6 6
e. 形容詞 4 8 11
f. 前置詞句 2 6 8
g. 対応表現なし 4 5 10




a.動詞（とその ing形） 10 7 12
b. 名詞 1 1 1
c. 副詞 0 0 3
d. 動詞（とその ing形）＋副詞 0 0 0
e. 形容詞 3 8 11
f. 前置詞句 0 0 1
g. 対応表現なし 0 3 5
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